
２歳児クラス ３月 第３回 「ありがとうのえほん」 

  
                            保…保育士 講…講師 ★…保育士が準備する教材 

シアタータイム 

導
入 

・講：「今日のお話は…あれ？絵本何処にいったかな？」と探す振り。 

・保：「先生これですか？」と絵本を手渡す。 

・講：「良かった！〇〇先生、ありがとう！」と受け取る。「今日のお

話は？『ありがとうのえほん』だって、みんなは『ありがとう』

ってどんな時に言う？」と問いかけ、日頃何気なく使っている

「ありがとう」のことばに興味を持たせてからお話をスタート

させる。 

教材  

★絵本 

★iPad(シアターセット) 

 

読
み
方 

①生活の中にある「ありがとう」のことばに込められた感謝の気持ち

が伝わるように、丁寧に読み進める。 

②途中から「ありがとう」のことばを子ども達と一緒に言う。 

③ことばに合わせ明るく可愛く描かれた絵にも注目させる。 

保育士の役割 

子ども達と一緒に

お話を楽しむ。 

 

がくしゅうタイム 

活動① 
ね
ら
い 

ことば 
周りのすべてのことに感謝の気持ちを持って「ありがと

う」のことばを言うことができる。 

 
設
問 

感謝の気持ちを込めて「ありがとう」のことばを言ってみましょう 

つ
な
ぎ ・講：「お話の中に朝起きてから眠るまで『ありがとう』のことばがいっぱいだったね」 

教材 

メダル(ケーキ)カード 

(リボン付き) 

活
動
内
容 

・講：「実は『ありがとう』って言えることいっぱいあるんだね。みんなで見つけてみ

ようか」と周りを見渡し、みんなで『ありがとう』を言っていく。 

   例）・「机さん、いつもたくさんのものを乗せさせてくれて『ありがとう』」 

・「椅子さん、いつもみんなんを支えてくれて『ありがとう』」 

     ・「大事な時間を教えてくれる時計さん、いつも『ありがとう』」  

・「いつも美味しい給食作ってくれる給食の先生たち『ありがとう』」 

（その他クレヨン・水道・洋服・お父さん・お母さん・おもちゃ等々） 

・保：「今日もお荷物届いてますよ」とメダルを入れたプレゼント袋を提示。 

・講：「いつもありがとう」と言いながら受け取る。「なになに？」と中を見ながら「大

切な人に『ありがとう』の気持ちを込めて渡してくださいだって」と封筒の中か

ら大切そうにメダルを出して見せる。「誰にあげようかな？…そうだ！〇〇先生

いつも笑顔でみんなのこと見守ってくれて『ありがとう』」と言いながらメダル

の１つを１人の保育士の首にかける。 

・保：「『ありがとう』嬉しいな」と言いながら受け取る。反対にメダルを１つ取り出し

同様に講師に向かって「いつもみんなに＜パレット学習タイム＞で楽しいこと教

えてくれて『ありがとう』」とメダルを首にかける。 

・講：「『ありがとう』嬉しいね」「まだまだメダルあるよ…そうだ！いつもかわいい笑

顔で笑って、元気をくれるみんなにもプレゼント…」と言いながら子ども達の首

にも「ありがとう」のことばと共に１人１人の首にかけていく。 

   ※クラスの人数と状況によっては保育士と分け合って１人１人に合ったことば

と共に渡していく。 

・子：「ありがとう」と言いながらメダルを受け取る。 

・講：全員でメダルを胸に「『ありがとう』って嬉しいね！ことばにするともっと嬉し 

いね」と確認して＜活動②＞へ進める。 

保育士の役割 

・子ども達と一緒になっ

て「ありがとう」見つ

けをする 

・メダル提示 

・講師からメダルを受け

取る 

・講師にメダルを授与す

る 

・子ども達にも言葉を添

えてメダルを授与す

る 

 

活動② 
ね
ら
い 巧緻性 

8 枚のシールをメダルカードの〇の枠を意識して貼るこ

とができる(ずれても良いが意識することが大切) 
    なし 

設
問 

メダルの〇枠の中にシールを貼って素敵なメダルにしましょう 

つなぎ ・保：「先生、このメダルもっと素敵なメダルにしませんか？」とシール提示。 
教材 

シール 赤・黄各 4枚 

おはじき 

皿 

自動販売機 

活
動
内容 

・講：「良いね！このシールどこに貼る？」とメダルの〇の部分がぴったりであること

を子ども達と確認。 



・保：「今日はこのシール、おはじき４個で買えますよ」と自動販売機提示。 

数にチャレンジ・講：皿に入ったおはじきを子ども達と数えながら｢４個」取っていく。

「全部で４」を確認して自動販売機でシールを買う見本を見せ

る。 

・講：受け取った８枚のシールをメダルの〇の枠の中に貼っていく。この時「ずれない 

ようにピッタンコ」をキーワードに意識しながら見本で貼っていく(シールの 

ゴミは皿の中)。 

※子どもは少々ずれても良い。意識することが大切。色の貼り方は自由で良い。 

綺麗になったメダルを見せて「みんなも貼ってみる？」と意欲を引き出し、おは 

じきの入ったお皿を配布。 

・子：講師見本同様、おはじき「４個」を数えて取り、シールと交換し貼っていく。 

・講：全員が貼り終えたところで全員首にかけて見せ合いっこ。綺麗にシールが貼れた

ことと共に最後まで頑張ったことを称賛。「このメダル、お家に帰ったらみんな

の大切な人に『ありがとう』ってプレゼントしてもいいね」と問いかけてみる。 

※時間があれば誰にプレゼントしたいか聞いてみるのも良い。 

最後に、この一年色々な人に対して『ありがとう』の感謝の気持ちを持って活動

を終了する。 

保育士の役割 

・シール提示 

・自動販売機提示 

・おはじき「４個」と交

換でシールを渡す 

・必要に応じて子どもの

フォロー 

・皿回収 

・称賛 

 

数チャレ 
ね
ら
い 数 おはじき「４個」を数えることができる 

教材 

 
設
問 

おはじき「4個」と交換でシールを買いましょう 

活
動
内容 

※＜活動②＞の中で実施します。 

 

保育士の役割 

 

■出来たかな表 

 【活動内容】  【ポイント】 

 

シアター 「ありがとう」と子ども達も一緒に言えるように読み進めたか 

活動① ことば 気持ちよく「ありがとう」と言いたくなるような演出が出来たか 

活動➁ 巧緻性 貼り方の進み具合を見ながら、個人差があまり出ないように補助することが出来たか 

数チャレ 子ども達が自信を持って出来るよう工夫したか。称賛をきちんと行ったか 

全体を通して 一年を通しての成長を称賛し、次学年への期待を持たせ、終了することが出来たか 
 

 


